
（様式－１ 表紙） 
  

 １ 調査名称：全国都市交通特性調査に関わる静岡市アドオン調査 

 
 
 
 ２ 調査主体：静岡市 
 
 
 ３ 調査圏域：静岡市都市計画区域 
 
 
 ４ 調査期間：平成22年７月９日 ～ 平成23年３月１８日 
 
 
 ５ 調査概要： 

本業務は、本年度国土交通省で実施される全国都市交通特性調査の追加調査とし

て位置づけられている。 

静岡市は全国都市交通特性調査の調査都市となっているが、当該調査にサンプル

数の追加、及び静岡市の都市交通に関わる課題検討のための独自の地域調査票を追

加している。 

具体的には、静岡市の平日・休日の都市交通特性を都市特性・地区特性等の関連

において把握するとともに、静岡市の基幹公共交通の検討や都心地区まちづくり戦

略の推進するための各種データを得ることを目的として調査するものである。 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 
 
Ⅰ 調査概要 
 
 １ 調査名  全国都市交通特性調査に関わる静岡市アドオン調査 
 
 ２ 報告書目次 
 

１ 業務概要 

１－１ 業務目的 

１－２ 業務工程 

２ 調査表作成 

２－１ 機関分担データ収集のための調査設計 

２－２ 都心まちづくり交通計画推進のための調査設計 

２－３ 地域調査票 

３ 対象者名簿及び調査物件の作成 

３－１ 標本数の設定 

３－２ 対象者名簿作成 

３－３ 調査物件の作成・印刷 

４ 実態調査アンケート実施及び実査関係調査調整 

４－１ 庁内プレ調査の実施 

４－２ 実態調査実施本部の設置 

４－３ 電話対応 

４－４ 調査票の発送スケジュール 

４－５ 調査票の封入 

４－６ 調査票の発送 

５ データ整理 

５－１ 回収調査票の整理 

５－２ エディティング・コーディング 

５－３ システムチェック・エラー修正 

６ とりまとめ 

６－１ 個人票調査結果の整理 

６－２ 地域調査票結果（回遊ルート調査）の整理 

６－３ 地域調査票結果（交通手段選択）の整理 

６－４ 今後の分析項目 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 
 
 ３ 調査体制 
 
調査業務のため、静岡市から業者への委託という形で実施しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ４ 委員会名簿等： 

 
調査業務のため、委員会は実施しておりません。 

 
 
 

静岡市都市局都市計画課 

  0120-997-052（フリーダイヤル）

静岡市都市交通特性調査

実施本部 



（様式－３ａ 調査成果） 
 
Ⅱ 調査成果 
 
 １ 調査目的 

本調査は、都心まちづくり交通計画の中で提案されている施策メニューのうち、

中長期的に実施すべき施策の具体的検討、或いは短期的に実施すべき施策の実現化

に向けた基礎資料を収集するものとする。具体的には、以下に示す２点について調

査・検討する。 

ひとつは、LRT、BRT 等の新たな公共交通システムの導入も視野に入れた基幹公共

交通ネットワークの構築について検討するために、必要性や妥当性、及び導入モー

ド、システムの検討、検証をしていく中で、将来需要予測は他交通モードとの連携

や転換率を定量的に予測分析する必要がある。特に昨年度までに詳細な検討ができ

なかった機関分担データの収集を行なうべく、公共交通のサービス水準に対する利

用者の「意識」と「実態」データを収集することを目的とする。 

もうひとつは、都心まちづくり交通計画の中で提案されている短期５ヵ年で実現

すべき施策メニューを推進するためのデータ収集を行なう。具体的には静岡都心地

区における歩行者、自転車、自動車、公共交通というマルチモーダルな交通手段の

利用状況や回遊動向データを収集し、歩行者優先のまちづくりを実現するための各

種施策推進に資するものとする。 

 
 ２ 調査フロー 
 調査フローを以下に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（１）調査計画・調査票作成 

（２）調査対象者の抽出と名簿整理 

 ・調査対象者の抽出 ・調査対象者名簿の整理 

（３）調査物件印刷 

 ・調査物件印刷 ・その他の物件の印刷 

（４）実態調査実施 

 ・電話応対要員・調査スタッフの確保    ・調査票の封入・発送 

 ・調査対象者からの問い合わせへの対応   ・調査実施状況の管理 

（５）データ処理、入力 

 ・回収調査票の整理（バッチ作成） ・エディティング・コーディング 

（６）システムチェック・エラー修正 （７）とりまとめ 

図 調査フロー 



 ３ 調査圏域図 
当業務では、静岡都心地区の回遊性や新しい基幹公共交通が導入された場合の意識等

を調査することを目的としているため、基幹公共交通が導入される候補として、現段階

で公共交通であるバスが導入されている地域を対象とする。 
具体的な調査圏域は、静岡市の中でも公共交通のサービス水準がある一定以上確保さ

れているエリア（鉄道駅から1km及び120本/日以上の運行本数を有するバス停から300
mの圏域：交通便利地域）を対象とする。調査圏域図を以下に示す。 
 

 

 

図 交通便利地域と調査対象町丁目 

交通便利地域 

調査対象町丁目



（様式－３ｂ 調査成果） 
 
 ４ 調査成果 
 
 ４-１ 標本の抽出 
 

セグメントあたり 0.9％シェアをもつ区分で信頼水準 95％、相対誤差 20％以下のデ

ータ精度を確保する場合、各セグメントで必要となるサンプル数は、 

 

111009.0/1 ==カテゴリー数  (1)

として、式 (2) を用いて調査対象数を設定する。 

Nr
rZKKARSD 11)1()( ⋅

−
⋅−=  (2)

)(ARSD ： 相対誤差 (=0.2) 

K  ： 信頼度による定数 )96.1(=  

ZK  ： カテゴリー数 

r  ： 抽出率 
N  ： 母集団（トリップ数） 

 

平成 17 年全国都市交通特性調査の都市調査の結果から１人あたりトリップ数（グ

ロス）の全国平均値 2.3、１世帯あたり回収個人数 2.53 人を用いると、調査対象数は

以下のようになる。 

 

表 人口規模別調査対象数（0.90%シェアの場合） 

対象地域 
の人口 

母集団 抽出率 調査対象数 

N  r  （人） （世帯） 

38 万人 874,000 1.20 4,543 1,796 

 

これより、調査対象世帯数は 2,000 世帯とすると、(2)のデータ精度を確保するこ

とができる。 

対象市町村に居住する 5才以上の人を対象とし、以下を調査対象数とする。なお、報

告者数については、下表のとおり想定回収率を用いて算出される。 

 

表 報告者数 

 標本数 

 

想定 

回収率 

平均世帯 

人員※ 
報告者数 

a b c a/b*c 

静岡市都市交通特性調査 2,000 世帯 25% 2.60 人 20,800 人 

うち静岡市実施調査 1,500 世帯 25% 2.60 人 15,600 人 

うち全国都市交通特性調査 500 世帯 25% 2.60 人 5,200 人 

※H17 全国都市交通特性調査 

 



 ４-２ 調査票の作成 
 

全国都市交通特性調査における世帯票、個人票以外に、本業務で作成された地域調査

票調査票を以下に示す。 

 
 

 
 

図 地域調査票の作成 



 ４-３ 調査の実施 
 

1 ロット２０００票ずつ、計 3ロットに分けて、合計６０００票を発送した。 

それぞれの調査票の配布数、有効回収率等の概要を以下に示す。 

 
表 ロット別有効票数（概要） 

世帯票 個人票 地域調査票 配布世帯 有効回収率

第１ロット 691 1,483 1,324 2000 34.6%
第２ロット 619 1,361 1,203 2000 31.0%
第３ロット 499 1,077 959 2000 25.0%

合計 1,809 3,921 3,486 6,000 30.2%  
 
回収した調査票は、全国都市交通特性調査の実施マニュアルに従って、バッチ作成、

エディティング、コーディング、エラーチェックといった過程を踏んで、最終的なマス

ターデータを作成した。 
 
 
 
 ４-４ とりまとめ 
 
（１） 世帯票・個人票の単純集計結果 

 世帯票、個人票については、来年度の詳細分析に先立って、トリップ原単位や平均所

要時間などの基礎的集計を行い、データの妥当性を確認した。 
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図 年齢階層別トリップ原単位及び平均所要時間・平均移動距離 

 
 



 
（２） 地域調査票結果（回遊ルート調査）の整理 

 回遊ルートデータは、トリップマスターデータとは別にGISのDRM上に直接回遊ル

ートを入力し、データベースの作成を行なった。回遊ルートデータは、計4529サンプ

ル収集できた。 
 また得られたデータを集計し、回遊量としての歩行者通行量を整理し、データの妥当

性を確認した。 
 

表 回遊ルートのデータ取得状況（目的別交通手段別） 

通勤 通学 私事 不明 合計
JR 26 1 356 383
静岡鉄道 27 1 444 472
バス 54 5 894 953
自動車 24 0 1,221 1,245
二輪車 89 2 604 695
徒歩 29 1 279 309
タクシー 0 0 62 62
その他 6 1 13 20
不明 11 1 122 256 390
合計 266 12 3,995 256 4,529

目的種類

交
通
手
段

 
 

 

図 発生点と回遊ルートの集計値 

 

回遊開始地点（人）

1000
500
250

0～50
50～100

100～250
250～500
500～

回遊ルート集計（人）



 
（３） 地域調査票結果（交通手段選択）の整理 

 地域調査票の交通手段選択データを用いて、交通手段分担率の集計を行なった。得ら

れた結果より、現状の交通手段選択の状況 と LRT導入による交通手段選択の状況 の
概観を把握することができた。特にLRTが導入された場合のLRTの利用については、年

齢階層別にみると、どの年齢階層においても一定以上の割合がLRTを利用するという意

識を確認できた。 
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図 都心部着の交通手段分担率の例（現段階の利用実態） 
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図 都心部着の交通手段分担率の例（LRT が導入された場合の利用意識） 



 
（４） 今後の分析項目 

 
今回得られた静岡市アドオン調査のデータを用いて、今後詳細に分析すべき項目につ

いて整理した。 
 
大項目 中項目 概要 

市域全域の交

通行動特性 

起終点特性 標本数の関係からＯＤは把握できないことを留意した上

で、市内の OD 特性を把握し、一部第 3回静岡中部都市圏Ｐ

Ｔ調査との比較分析を行なう。 

交通手段特性 交通手段選択の実態について詳細な分析を行ない、第 3回

静岡中部都市圏ＰＴ調査との比較分析を行なう。 

静岡都心着の

交通手段特性 

属性別 

交通手段特性 

性別や年齢、居住エリア等の個人属性別に交通手段選択に

関する詳細な特性把握を行なう。 

交通手段分担モデ

ル 

属性別、距離帯別、エリア別等に交通手段分担モデルを作

成し、静岡市民の交通手段選択に関する特性を把握する。

シミュレーション

分析 

上記モデル結果にもとづき、ＬＲＴ導入が交通手段選択に

与える影響についてシミュレーション分析を行なう。 

LRT 事業評価 上記交通手段選択モデルに基づく LRT 需要推計の更新を行

ない、現段階における LRT の事業評価を行なう。 

静岡都心内の

回遊行動特性 

回遊エリア特性 個人属性別等で回遊ルートの詳細な分析を行ない、静岡都

心の回遊状況を詳細に分析する。 

回遊経路分析 集計値とは別に、個々のルートの特性を詳細に分析し、ボ

トルネックとなっている交差点などの検討を行なう。 

各種施策検討 上記分析結果に基づき、総合交通戦略で位置づけられてい

る各種施策（歩行者ネットワーク、駐車場コントロール、

駐輪場体系、交通結節点など）との関連性を検討する。 

 


